
都
市
圏
の
発
展
と
道
路
網︵
２
︶

フ
ロ
ン
テ

ア
を
拓
く
東
海
環
状
道

⊂　　⊃

　
宮
下
　
光
宏
︵
み
や
し

た
・
み
つ
ひ
ろ
︶
政
策
研

究
事
業
本
部
研
究
開
発
第

１
部
︵
名
古
屋
︶
主
任
研

究
員

　
東
海
環
状
自
動
車
道︵
以
下


東
海
環
状
道
︶
は
中
京
圏
の
環

状
道
路
で

名
古
屋
市
の
周
辺

に
位
置
す
る
拠
点
都
市
を
結
ぶ

全
長
１
５
３


の
道
路
で
あ

る

１
９
８
４
年
の
﹁
東
海
環

状
都
市
帯
整
備
構
想
﹂
を
発
端

に

緑
地
帯
と
山
間
部
に
挟
ま

れ
た
土
地
を
活
用
し

活
力
の

あ
る
都
市
圏
域
の
一
体
的
な
発

展
を
目
指
し

た


年
に
工

事
が
始
ま
り


２
０
０
５
年
に
愛
知
県
豊
田
市

と
岐
阜
県
美
濃
市
を
結
ぶ
東
回

り



が
開
通
し
た

そ
の

後

部
分
開
通
が
進
み


年

末
時
点
で
は
全
体
の
約

％
が

開
通
し
た


　
都
市
圏
環
状
道
路
の
役
割

は

一
般
的
に
三
つ
の
機
能
が

挙
げ
ら
れ
る

一
つ
目
は
都
市

圏
を
横
切
る
通
過
交
通
の
都

心
部
へ
の
流
入
を
抑
制
す
る

こ
と

二
つ
目
は
郊
外
か
ら
都

心
部
へ
流
入
す
る
交
通
を
分

散
し
て
導
入
す
る
こ
と

三
つ

目
は
災
害
等
に
お
い
て
交
通

規
制
や
交
通
混
雑
が
生
じ
た

場
合
に
迂
回
路
を
確
保
す
る

こ
と
で
あ
る

こ
れ
ま
で
の
東

海
環
状
道
の
開
通
に
よ
る
役

割
は

周
辺
地
域
間
の
ス
ム


ズ
な
移
動
を
実
現
し

中
京
圏

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ

と
だ


　
東
海
環
状
道
の
開
通
に
よ
る

主
な
効
果
を
挙
げ
る
と

沿
線

の
工
業
団
地
等
の
新
た
な
開
発

を
促
し
た
こ
と
だ

工
業
団
地

に
工
場
が
新
規

に
立
地
し

生

産
活
動
が
開
始

さ
れ
地
域
の
雇
用
が
創
出
さ
れ

た

工
業
統
計
を
も
と
に
２
０

０
０
年
を
基
準
と
し
て
沿
線
市

町
の
変
化
を
み
る
と


年
に

は
製
造
品
出
荷
額
等
は
約
９
兆

円
増
加

製
造
業
の
従
業
者
数

は
約
２
・
５
万
人
増
加
し
た


な
お

こ
れ
ら
の
効
果
に
関
し

て

過
去
に
当
社
に
て
デ

タ

分
析
を
行

た
結
果

全
国
へ

の
経
済
波
及
効
果
は
全
線
開
通

後

年
間
の
累
計
で
約

兆
円

と
見
込
ま
れ
る


　
東
海
環
状
道
は


年
度
に

岐
阜
県
山
県
市
の
山
県
イ
ン
タ


か
ら
同
県
大
野
町
・
神
戸
町

の
大
野
神
戸
イ
ン
タ


三
重

県
い
な
べ
市
の
︵
仮
称
︶
北
勢

イ
ン
タ

か
ら
大
安
イ
ン
タ


ま
で
が
開
通
予
定
で
あ
る



年
度
に
は
岐
阜
県
養
老
町
の
養

老
イ
ン
タ

か
ら
養
老
山
地
を

ト
ン
ネ
ル
で
抜
け

三
重
県
区

間
の
︵
仮
称
︶
北
勢
イ
ン
タ


が
高
規
格
道
路
で
つ
な
が
る
こ

と
で
全
線
開
通
を
迎
え
る


　
全
線
開
通
で
期
待
さ
れ
る
効

果
は
何
か

こ
れ
ま
で
と
同
様

に
沿
線
地
域
の
開
発
効
果
は
間

違
い
な
く
生
ま
れ
る

こ
れ
に

加
え

先
に
紹
介
し
た
環
状
道

路
の
役
割
の
う
ち

都
市
圏
を

横
切
る
通
過
交
通
の
都
心
部
の

流
入
抑
制
と

郊
外
か
ら
都
心

部
へ
流
入
す
る
交
通
を
分
散
す

る
効
果
が
加
わ
る
す
な
わ
ち


名
古
屋
市
お
よ
び
名
古
屋
港
や

四
日
市
港
な
ど
の
国
際
交
易
拠

点
と
周
辺
地
域
が
一
体
と
な


て
円
滑
な
交
通
環
境
が
実
現
す

る


　
そ
の
結
果

日
本
の
大
動
脈

で
あ
る
東
西
軸
の
信
頼
性
が
向

上
す
る

中
京
圏
内
の
モ
ノ
づ

く
り
か
ら
生
じ
る
物
流
や
住
民

の
レ
ジ


行
動
か
ら
生
じ
る

混
雑
に
よ
る
時
間
損
失
の
軽
減

が
見
込
ま
れ
る

ま
た

こ
れ

ら
の
効
果
は
経
済
的
な
側
面
の

み
な
ら
ず

渋
滞
緩
和
に
よ
る

環
境
負
荷
の
軽
減
や
自
動
運
転

等
の
新
技
術
を
備
え
た
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
役
割
の
高
度
化
も
期

待
さ
れ
る


　
︵
毎
週
木
曜
日
に
掲
載
︶
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